競争参加資格確認申請書等作成要領

　

１　提出書類

　　提出を求める申請書等は、次のとおりとする。

(1)　競争参加資格確認申請書
(2)　競争参加資格審査調書（様式第２号）

(3)　配置予定技術者の資格等に関する資料

２　作成上の留意事項

  　競争参加資格審査調書（様式第２号）について

(1)　競争参加資格確認申請書提出日時点において記載すること。

(2)　熊本市登録番号には、熊本市一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書を提出した際の受付番号を記入すること。

(3)　建設業許可の内容については、とび・土工・コンクリート工事について許可日、登録番号、大臣・知事の別、特定・一般の別を記載すること。

(4)　経営事項審査の受審状況は、交付を受けた直近の「経営規模等評価結果通知書兼総合評定値通知書」の審査基準日を記載すること。

(5)　競争参加資格審査調書　別紙（配置予定技術者調書）記入要領

ア　配置予定技術者を特定することが困難な場合は、複数の候補者を記入しても良いこととする。この場合において、落札決定時に要件を満たさないと評価された者は技術者として配置することはできない。

イ　法令による免許・資格等は、その名称、取得年月日、登録番号等を記入すること。

監理技術者資格については、資格証の交付日（更新日）、交付番号並びに過去５年以内に受講した監理技術者講習の修了年月日及び修了証番号を記入すること。

　　　ウ　配置予定技術者の資格（資格取得後年数を含む。）を評価するため、必ず、配置予定技術者の資格を証する書面（技術士については登録年月日、技術部門、選択科目を証する書面（技術士登録等証明書））の写しを添付すること。なお、資格を証する書面が添付されていない場合は、技術評価における配置予定技術者の資格に係る評価項目については、評価しない。ただし、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証の写しについては、熊本市に提出した経営事項審査（審査基準日が平成２４年１０月１日から平成２５年９月３０日までのものに限る。）の技術職員名簿の写しに記載のあるもの、又は技術者変更届を提出したものについては省略することができる。
エ　営業所の専任技術者か否かの欄は、建設業法第７条第２号に規定する技術者に該当するか否かを記載すること。営業所の専任技術者は、専任を要する工事に従事することはできないので留意すること。

オ　申請日時点において、配置予定技術者が他の工事（業務）に従事している場合は、従事しているすべての工事（業務）について、その工事（業務）概要を記載すること。

第３　技術資料作成要領

	記載事項
	内容に関する留意事項

	　　　　　　　　技　術　資　料
	（表紙）技術資料
（様式第４号）
	　代表者印を押印すること。　

	
	施工実績等得点申告書

（様式第５号）
	　　「（別添１）評価に関する基準」を参照し、技術評価における評価項目ごとの得点を記載すること。評価値は、入札参加者の提出した技術資料に基づき算出するものとし、工事実績等の評価については、工事実績等得点申告書の合計欄に記載された得点をもって行うものとするため、「（別添１）評価に関する基準」の内容を確認の上、記載すること。

	
	企業の評価に関する書類（ 様 式 第 ６ 号 ）
	ア　同種工事の施工実績
	　　「（別添１）評価に関する基準」に示した同種工事の施工実績（過去１０か年度に完成した工事に限る。）を最大４件まで記載すること（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率２０％以上のものに限る。）。

　　４件を超えて記載した場合は、「同種工事の施工実績」の部分の得点を０点とする。
　

＜記載要領＞

　受注形態は、単独受注の場合は単独と記入するものとし、共同企業体の場合は、共同企業体名、構成員名及びそれぞれの出資比率を記入すること。



	
	
	イ　優良工事表彰の有無


	　　「（別添１）評価に関する基準」に示した次の表彰について記載すること。

　　①　熊本市優良工事表彰
　　②　国土交通行政功労者表彰（優良施工業者（工事部門）、安全施工業者、優良工事における下請業者等）

　③　熊本県優良工事等表彰

	
	
	ウ　ＩＳＯ、エコアクション２１の認証取得状況

	　　「（別添１）評価に関する基準」に示した次のＩＳＯ、エコアクション２１の認証取得状況の有無について記載すること。

· 開札日時点において有効なＩＳＯ９００１若しくはＩＳＯ１４００１の認証取得（（財）日本適合性認定協会（以下「ＪＡＢ」という。）又はＪＡＢと相互承認している認定機関が認定した審査機関から発行された認証が対象）の有無又は開札日時点において有効なエコアクション２１の認証・登録（（財）地球環境戦略研究機関が認証・登録したものが対象）の有無


	
	
	エ　防災協定
	　　開札日時点における熊本市との防災協定の締結の有無について記載すること。



	
	
	オ　ボランティア活動実績
	「（別添１）評価に関する基準」に示した熊本市内における企業のボランティア活動実績について記載すること。

ボランティアの活動実績とは、熊本市内における公の施設での活動、市民・地域住民に対して行う活動等であり、寄付や社員個人の活動は対象としない。
ただし、一企業単独で実施したものに限らず、団体として活動したものでも可とする。

	
	配置予定技術者（主任（監理）技術者）の評価に関する書類（ 様 式 第 ７―１ 号 ）
	注）様式第２号の競争参加資格審査調書別紙（配置予定技術者調書）で記載した配置予定技術者と同一の技術者についてここでも記載すること。

（※　様式第２号で複数人記載した場合はその全ての技術者をここでも全て記載すること。その場合、入札公告に示す「（別添１）評価に関する基準」の評価項目に掲げる事項の審査に当たっては、得点が最も低い者をもって評価するものとする。）

	
	
	ア　配置予定技術者の資格


	　配置予定技術者について「（別添１）評価に関する基準」に示した資格で当該配置予定技術者が保有する資格を全て記載すること。


	
	
	イ　同種工事の施工経験

	「（別添１）評価に関する基準」に示した主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験（過去１０か年度に完成した工事に限る。）を最大４件まで記載すること（共同企業体の構成員としての施工経験は、出資比率２０％以上のものに限る。）。

４件を超えて記載した場合は、「主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験」の部分の得点を０点とする。

＜記載要領＞

　　受注形態は、単独受注の場合は単独と記入するものとし、共同企業体の場合は、共同企業体名、構成員名及びそれぞれの出資比率を記入すること。



	
	
	ウ　優良工事の技術者表彰の有無

	　　「（別添１）評価に関する基準」に示した次の技術者表彰を記載すること。

　　①　熊本市優良工事表彰
　　②　国土交通行政功労者表彰（優秀現場代理人、主任（監理）技術者等）
　　③　熊本県優良工事等表彰


	
	配置予定技術者（指導的技術者）の評価に関する書類（ 様 式 第 ７―２ 号 ）
	注1） 指導的技術者は、主任（監理）技術者より、配置予定技術者の評価（「配置予定技術者の資格」及び「主任（監理）技術者又は現場代理人としての同種工事の施工経験」の合計得点（５０％を乗じる以前））が上位の者でなければ認めない。

注2） 複数人記載する場合、入札公告に示す「（別添１）評価に関する基準」の評価項目に掲げる事項の審査に当たっては、得点が最も低い者をもって評価するものとする。
注3） 主任技術者を専任で配置する予定の工事については、指導的技術者においても専任で配置すること。

注4） 指導的技術者の評価は、評価項目ごとに配点の５０％を上限とする。

注5） 資格を証する書面が添付されていない場合は、技術評価における配置予定技術者の資格に係る評価項目については、評価しない。ただし、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証の写しについては、熊本市に提出した経営事項審査（審査基準日が　平成２４年１０月１日から平成２５年９月３０日までのものに限る。）の技術職員名簿の写しに記載のあるもの、又は技術者変更届を提出したものについては省略することができる。

	
	
	ア　配置予定技術者の資格
	配置予定技術者について「（別添１）評価に関する基準」に示した資格で当該配置予定技術者が保有する資格を全て記載すること。

	
	
	イ　同種工事の施工経験
	「（別添１）評価に関する基準」に示した主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験（過去１０か年度に完成した工事に限る。）を最大４件まで記載すること（共同企業体の構成員としての施工経験は、出資比率２０％以上のものに限る。）。

４件を超えて記載した場合は、「主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験」の部分の得点を０点とする。

＜記載要領＞

　　受注形態は、単独受注の場合は単独と記入するものとし、共同企業体の場合は、共同企業体名、構成員名及びそれぞれの出資比率を記入すること。


	
	施工計画書

(様式第８号)

	　　「（別添１）評価に関する基準」に示した次の項目について施工計画を作成すること。

1 現場条件を考慮した交通安全対策
(1) 生活道路等の安全管理

(2) 資材・重機等の安全輸送計画
2 環境対策について
(1) 現場特性を踏まえた騒音、振動、粉塵等の対策

(2) 苦情処理の対応

	添付資料①
	ＣＯＲＩＮＳの竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ）
	・　様式第６号（「同種工事の施工実績」に記載した工事）、第７－１号及び７－２号に記載した工事に係る財団法人日本建設情報総合センターの「工事実績情報システム」（以下「ＣＯＲＩＮＳ」という。）に登録されている竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ（カルテ受領書及び工事カルテ））の写しを添付すること（なお、これだけでは同種工事としての実績、主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験を有することが判断できない場合は、他の判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完すること。）。

　　また、ＣＯＲＩＮＳに登録されていない工事又は請負金額２，５００万円未満の工事で竣工登録を行っていない工事については、契約書の写し又は受注登録時の登録内容確認書（カルテ受領書）及び同種工事等の実績を有することが判断できる図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等の資料を提出すること。

　　なお、変更があった場合は変更契約書の写し、共同企業体の場合は協定書の写しも併せて提出すること。

	添付資料②
	表彰状の写し等
	・　様式第６号及び第７－１号に記載した優良工事表彰を受けた工事の表彰状の写しを添付すること。また、熊本市優良工事表彰、国土交通行政功労者表彰又は熊本県優良工事等表彰に該当することを示す資料（ホームページの写し等）を併せて添付すること。

	添付資料③
	ＩＳＯ９００１若しくはＩＳＯ１４００１又はエコアクション２１の認証取得を証する書類の写し
	・　様式第６号に記載したＩＳＯ、エコアクション２１の認証取得を証する書類の写しを添付すること。

	添付資料④
	防災協定の締結を証する書類
	・　様式第６号に記載した防災協定の写し及び団体の発行する証明書を併せて添付すること。なお、団体の発行する証明書については、開札日から１年以内に発行されたものに限る。



	添付資料⑤
	企業のボランティア活動実績を証する書類
	・　様式第６号に記載した活動実績を確認するための資料として、公的機関、ボランティア活動の主催者若しくは地元自治会等からの感謝状や活動を証明する書類又は新聞記事等、ボランティア活動の実績が客観的（入札参加者自らが作成したものは認めない）に証明できるもの（活動実施時期、活動場所、活動内容、会社名の記載のあるもの）を添付すること。
ただし、団体で参加しており、活動に参加したことが確認できる資料に会社名が掲載されていない場合は、さらに当該団体が発行する活動を証明する書類を添付すること。

	（補足説明）
	（資格等に関する資料）
	・　様式第７－１号に記載した配置予定技術者の資格を証する書面としては上記第２の競争参加資格確認申請書等作成要領２(5)において添付されたものを使用するのでここで改めて添付する必要はないものとする。


様式第１号

競争参加資格確認申請書

　　平成　　年　　月　　日　　

　株式会社　南 栄 開 発　様

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　

平成　　年　　月　　日付けで入札公告のありました(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】に係る入札に参加する資格について、その有無を確認されるよう、下記の書類を添えて申請します。

記

１　競争参加資格審査調書（様式第２号）及び添付資料
２　配置予定技術者の資格等に関する資料

様式第２号
競争参加資格審査調書（基本要件）

工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本市登録番号　　　　　号　　　

次の(1)～(12)に掲げる条件をすべて満たしていることを誓約します。虚偽の事項があった場合は、いかなる措置を受けても異議ありません。

(1) 地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当しない者であること。
(2) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による更生手続又は再生手続の開始の申立てがなされた場合は、更生計画の認可決定又は再生計画の認可決定がなされていること。
(3) 熊本市が締結する契約等からの暴力団等の排除措置要綱（平成１８年告示第１０５号）第３条第１号の規定に該当しないこと。
(4) 上記工事に係る設計業務等の受託者（受託者が共同企業体である場合においては、当該共同企業体の各構成員をいう。以下同じ。）又は当該受託者と資本若しくは人事面において関連がある者でないこと。
(5)　入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと（基準に該当する者のすべてが共同企業体の代表者以外の構成員である場合及び同一の共同企業体に属する場合を除く。）。
(6) 熊本市から熊本市工事請負及び委託契約に係る指名停止等の措置要綱（平成７年告示第１０８号）、熊本市上下水道局工事請負及び委託契約に係る指名停止等の措置要綱、熊本市交通局工事請負及び委託契約に係る指名停止等の措置要綱又は熊本市病院局工事請負及び委託契約に係る指名停止等の措置要綱に基づく指名停止を受けている期間中でないこと。
(7) 熊本市税の滞納がないこと。
(8) 熊本市内に本店を有する者であること。
(9) 熊本市に対して熊本市工事競争入札参加者の資格審査及び指名基準に関する規則（昭和４１年規則第１５号。以下「資格審査規則」という。）第３条に規定する競争入札参加資格審査申請書を提出し、資格審査規則第１０条に規定する有資格業者名簿に登載されている者であること。
(10) とび・土工・コンクリート工事について、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第３条第６項に規定する特定建設業の許可を有すること。

	建設業許可の内容
	平成　　年　　月　　日　　大臣・知事　第　　　　号　　特定・一般　　　　　　　　　　


(11) とび・土工・コンクリート工事について、平成２６年６月２４日（契約締結予定日）の１年７月前の日の直後の事業年度終了の日以降に建設業法第２７条の２３に規定する経営事項審査を受け、経営規模等評価結果通知書兼総合評定値通知書の交付を受けていること。

	経営事項審査の受審状況
	審査基準日：平成　　年　　月　　日


(12) 国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法人を含む。）、都道府県又は市町村（特別地方公共団体を含む。）発注の、過去１０か年度に完成したRC造又はSRC造の解体工事で、請負金額が２５百万円以上の施工実績を有すること。
	発　注
機関名
	工　事　名
	工　事
場　所
	請負金額（円）
	工　期
	受注形態

	
	
	
	円
	
	


※　同種工事の施工実績は1件でよい。工事実績にはＣＯＲＩＮＳに登録されている竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ（カルテ受領書及び工事カルテ））の写しを添付すること（なお、これだけでは同種工事としての実績を有することが判断できない場合は、他の判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完すること。）。さらに、ＣＯＲＩＮＳに登録されていない工事については、契約書の写し（変更があった場合は変更契約書の写し、共同企業体の場合は協定書の写しを含む。）及び同種工事等の実績を有することが判断できる図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等の資料を提出すること。

※　発注機関名は国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法人を含む。）、都道府県の出先機関の場合は当該機関等の名称まで記載すること。（以下同様）

※　熊本市発注工事（平成１７年度以降に、契約担当課として総務局契約検査（総）室が発注した工事並びに旧鹿本郡植木町及び旧下益城郡城南町発注工事で合併後に熊本市で完成検査を行った工事）については、工事成績評定点が６０点以下の工事は施工実績として認めないものとする。

競争参加資格審査調書　　別紙　配置予定技術者調書

工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本市登録番号　　　　　号　　　
	配置予定技術者の氏名
	(例)○○　○○
	

	配置予定技術者の従事役職
	(例)監理技術者
	

	法令による免許、資格等
	(例)一級○○施工管理技士
（取得日：平成   年   月   日）
（番号：                     ）
解体工事施工技士

（取得日：平成   年   月   日）
（番号：                     ）

監理技術者資格

（交付日：平成   年   月   日）

（交付番号：                 ）

監理技術者講習

（修了日：平成   年   月   日）

（修了証番号：               ）
	

	営業所の専任技術者か否か
	非該当
	

	他の工事（業務）に従事している場合、

その工事（業務）概要
	CORINS登録番号
	(例)　0000-00000
	

	
	工事（業務）名
	(例)○○工事
	

	
	発注機関名
	(例)○○県○○市
	

	
	工期（履行期間）
	平成○○年○月○日から
平成○○年○月○日まで
	

	
	契約金額
	○○百万円
	

	
	従事役職
	(例)主任技術者
	

	
	専任・非専任の別
	
	

	
	本工事に従事するための対応
	(例)現在従事している工事は、平成○○年○月○日に竣工する予定であるため、本工事に従事することが可能
	


※　法令による免許・資格等は、その名称、取得年月日、登録番号等を記入すること。監理技術者資格については、資格証の交付日（更新日）、交付番号並びに過去５年以内に受講した監理技術者講習の修了年月日及び修了証番号を記入すること。

※　配置予定技術者の資格（資格取得後年数を含む。）を評価するため、必ず、配置予定技術者の資格を証する書面（技術士については登録年月日、技術部門、選択科目を証する書面（技術士登録等証明書））の写しを添付すること。なお、資格を証する書面が添付されていない場合は、技術評価における配置予定技術者の資格に係る評価項目については、評価しない。
※　営業所の専任技術者（建設業法第７条第２号に規定する技術者）は、専任を要する工事には従事できないので、留意すること。
※　申請日時点において、配置予定技術者が他の工事（業務）に従事している場合は、従事しているすべての工事（業務）について、その工事（業務）概要を記載すること。

平成　　年　　月　　日　
技術資料
　　株式会社　南 栄 開 発　様　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

商号又は名称　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　下記工事について、技術資料を提出します。
　
記
１　工　事　名　　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】
２　内　　容
（１）施工実績等得点申告書（様式第５号）

（２）企業の評価に関する書類（様式第６号）及び添付資料
（３）配置予定技術者の評価に関する書類（様式第７－１号、第７－２号（指導的技術者を配置する場合のみ））及び添付資料
（４）施工計画書（様式第８－１号、第８－２号）

（５）暴力団の排除に関する誓約書（様式第９号）
３　連絡者所属・氏名　　
     　   ＴＥＬ　　　　　
ＦＡＸ　　　　　
（様式第５号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
施工実績等得点申告書
工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	評価項目
	評価基準
	配点
	評価項目別得点

	企業の評価
	同種工事の施工実績
	4件
	8.0点
	(記入例)

8点
	／8.0点

	
	
	3件
	6.0点
	
	

	
	
	2件
	4.0点
	
	

	
	
	1件
	2.0点
	
	

	
	
	0件
	0.0点
	
	

	
	発注業種の工事成績評定点の平均点
	79点以上
	8.0点
	5点
	／8.0点

	
	
	78点
	7.0点
	
	

	
	
	77点
	6.0点
	
	

	
	
	76点
	5.0点
	
	

	
	
	75点
	4.0点
	
	

	
	
	74点
	3.0点
	
	

	
	
	73点
	2.0点
	
	

	
	
	70点以上73点未満
	1.0点
	
	

	
	
	70点未満又は実績なし
	0.0点
	
	

	
	優良工事表彰の有無
	優良工事表彰の実績あり
	1.0点
	0点
	／1.0点

	
	
	優良工事表彰の実績なし
	0.0点
	
	

	
	ＩＳＯ、エコアクション２１の認証取得状況・防災協定、ボランティア活動
	・ＩＳＯ又はエコアクション２１の認

証を取得　・防災協定　・ボランティ

ア活動のいずれか２つに該当する
	1.0点
	1点
	／1.0点

	
	
	・ＩＳＯ又はエコアクション２１の認

証を取得　・防災協定　・ボランティ

ア活動のいずれか１つに該当する
	0.5点
	
	

	
	
	いずれにも該当しない
	0.0点
	
	

	
	指名停止の状況
	なし
	0.0点
	0点
	／－2.0点

	
	
	1回
	－1.0点
	
	

	
	
	2回以上
	－2.0点
	
	

	配置予定技術者の評価
	配置予定技術者の資格
	対象資格取得後5年以上
	2.0点
	2点
	／2.0点

	
	
	対象資格取得後3年以上5年未満
	1.0点
	
	

	
	
	いずれにも該当しない
	0.0点
	
	

	
	主任（監理）技術者又は現場代理人としての同種工事の施工経験
	4件
	4.0点
	2点
	／4.0点

	
	
	3件
	3.0点
	
	

	
	
	2件
	2.0点
	
	

	
	
	1件
	1.0点
	
	

	
	
	0件
	0.0点
	
	

	
	優良工事の技術者表彰の有無
	優良工事の技術者表彰の実績あり
	1.0点
	0点
	／1.0点

	
	
	優良工事の技術者表彰の実績なし
	0.0点
	
	

	合計
	18点
	／25.0点


※　評価項目のうち施工計画(配点5点)は、別途発注者により評価を行い加点する。
※　評価値の算出のため、技術評価における評価項目ごとの得点を申告すること。

※　「（別添１）評価に関する基準」を参照し、技術評価における評価項目ごとの得点を記載すること。

※　競争参加資格審査調書　別紙（配置予定技術者調書）に複数の配置予定技術者を記載する場合は、配置予定技術者（監理技術者又は主任技術者）の評価が最も低い者の得点を記載すること。（指導的技術者の場合も、同様とする。）
（様式第６号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
企業の評価に関する書類

工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　同種工事の施工実績　　　　
	番号
	発　注
機関名
	工　事　名
	工　事
場　所
	契約金額（円）
	工　期
	受注形態

	１
	（例）

熊本市
	○○○○○工事
	熊本市

○○
	80,000,000円
	Ｈ○.○.○

～

Ｈ○.○.○
	単独

	
	
	
	
	円
	
	

	
	
	
	
	円
	
	

	
	
	
	
	円
	
	


※　同種工事の施工実績は最大４件まで記載すること。４件を超えて記載した場合は、「同種工事の施工実績」の部分の得点を０点とする。また、工事実績にはＣＯＲＩＮＳに登録されている竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ（カルテ受領書及び工事カルテ））の写しを添付すること（なお、これだけでは同種工事としての実績を有することが判断できない場合は、他の判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完すること。）。さらに、ＣＯＲＩＮＳに登録されていない工事については、契約書の写し（変更があった場合は変更契約書の写し、共同企業体の場合は協定書の写しを含む。）及び同種工事等の実績を有することが判断できる図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等の資料を提出すること。

※　発注機関名は国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法人を含む。）、都道府県の出先機関の場合は当該機関等の名称まで記載すること。（以下同様）

※　熊本市発注工事（平成１７年度以降に、契約担当課として総務局契約検査（総）室が発注した工事並びに旧鹿本郡植木町及び旧下益城郡城南町発注工事で合併後に熊本市で完成検査を行った工事）については、工事成績評定点が６０点以下の工事は施工実績として認めないものとする。

（様式第６号（続き））
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　発注業種の工事成績評定点の平均点

	業　種
	工　　事　　名
	契　約　金　額
	工期（末日）
	工事成績
評定点

	解体工事
	（例）○○○○○工事
	30,000,000円
	Ｈ22.○.○
	73.0点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	
	
	
	点

	
	平　均　点
	73.0点


· 工事成績評定点の平均点を算出する対象期間に完成した熊本市（上下水道局、交通局、病院局を含む。）発注の工事（契約担当課として総務局契約検査（総）室が発注した工事に限る。）で発注業種と同一業種の工事について全て記載すること。（共同企業体として請け負った工事並びに旧鹿本郡植木町及び旧下益城郡城南町発注工事で合併後に熊本市で完成検査を行った工事を含む。また、予定価格が２５０万円以下の工事及び単価契約工事を除く。）
（様式第６号（続き））
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　「優良工事」表彰の有無
	有無
	発　注
機関名
	工　事　名
	工　事
場　所
	契約金額
	表彰日
	備考

	有
	（例）

熊本県
	○○工事
	熊本市

○○
	40,000,000円
	Ｈ○.○.○
	


※　熊本市、国又は熊本県発注工事で過去３か年度に優良工事表彰を受けた実績を記入すること（土木一式工事及び建築一式工事については、当該業種に係る優良工事表彰に限る。）。また、表彰状の写し及び熊本市優良工事表彰、国土交通行政功労者表彰又は熊本県優良工事等表彰に該当することを示す資料（ホームページの写し等）を併せて添付すること。

○　ＩＳＯ、エコアクション２１の認証取得状況

	有 ・ 無
	ＩＳＯ等の認証取得

	（例）有
	ＩＳＯ９００１の認証取得

	（例）無
	ＩＳＯ１４００１の認証取得

	（例）無
	エコアクション２１の認証取得


※　ＩＳＯ、エコアクション２１認証取得を証する書類の写しを添付すること。
○　熊本市との防災協定の締結状況

	熊本市との防災協定の締結状況
	有　 ・　 無


※　防災協定の写し及び団体の発行する証明書（開札日から１年以内に発行されたものに限る。）を併せて添付すること。
○　企業のボランティア活動実績

	活動実施時期
	平成　　年　　月　　日（　）　　午前　　時　　分から約　間

	活動場所
	

	実施内容
	

	活動が掲載された新聞、地域情報誌の名称
	


※　活動実績を確認するための資料として、公的機関、ボランティア活動の主催者若しくは地元自治会等からの感謝状や活動を証明する書類又は新聞記事等、ボランティア活動の実績が客観的（入札参加者自らが作成したものは認めない）に証明できるもの（活動実施時期、活動場所、活動内容、会社名の記載のあるもの）を添付すること。
ただし、団体で参加しており、活動に参加したことが確認できる資料に会社名が掲載されていない場合は、さら

に当該団体が発行する活動を証明する書類を添付すること。

（様式第７－１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
配置予定技術者（主任（監理）技術者）の評価に関する書類

工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】　　

申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	配置予定技術者の氏名
	（例）○○　○○
	

	配置予定技術者の従事役職
	（例）監理技術者
	

	法令による免許、資格等

（注１）
	（例）一級○○施工管理技士

（取得日：平成○年○月○日）

技術士

（登録年月日：平成○年○月○日）

（技術部門の名称：　　　部門）

（選択科目：　　　　　　　　）

監理技術者資格

（交付日：平成○年○月○日）

（交付番号：00000000000）

監理技術者講習

（修了日：平成○年○月○日）

（修了証番号：000000000）
	

	「優良工事」表彰の有無（注２）
	有無
	有
	

	
	発注機関名
	熊本県
	

	
	工事名
	（例）○○工事
	

	
	工事場所
	熊本市○○○
	

	
	契約金額
	40,000,000円
	

	
	工期
	Ｈ○年○月○日からＨ○年○月○日まで
	

	配置予定技術者の同種工事の施工経験（注３）
	１
	発注機関名
	（例）熊本県○○地域振興局
	

	
	
	工事名
	○○工事
	

	
	
	工事場所
	熊本市○○
	

	
	
	契約金額
	80,000,000円
	

	
	
	工期
	Ｈ○年○月○日からＨ○年○月○日まで
	

	
	
	従事役職
	主任技術者
	

	
	
	受注形態
	単独
	

	
	２
	発注機関名
	
	

	
	
	工事名
	
	

	
	
	工事場所
	
	

	
	
	契約金額
	
	

	
	
	工期
	
	

	
	
	従事役職
	
	

	
	
	受注形態
	
	

	
	３
	発注機関名
	
	

	
	
	工事名
	
	

	
	
	工事場所
	
	

	
	
	契約金額
	
	

	
	
	工期
	
	

	
	
	従事役職
	
	

	
	
	受注形態
	
	

	
	４
	発注機関名
	
	

	
	
	工事名
	
	

	
	
	工事場所
	
	

	
	
	契約金額
	
	

	
	
	工期
	
	

	
	
	従事役職
	
	

	
	
	受注形態
	
	


※　発注機関名は国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法人を含む。）、都道府県の出先機関の場合は当該機関等の名称まで記載すること。

※　配置予定技術者を特定することが困難な場合は、複数の候補者を記入しても良いこととする。ただし、この場合、入札公告に示す「（別添１）評価に関する基準」の評価項目に掲げる事項の審査に当たっては、得点が最も低い者をもって評価するものとする。

注１）配置予定技術者について「（別添１）評価に関する基準」に示した資格で当該配置予定技術者が保有する資格を全て記載すること。

注２）熊本市、国又は熊本県発注工事で過去３か年度に優良工事表彰を受けた実績を記入すること（土木一式工事及び建築一式工事については、当該業種に係る優良工事表彰に限る。）。また、表彰状の写し及び熊本市優良工事表彰、国土交通行政功労者表彰又は熊本県優良工事等表彰に該当することを示す資料（ホームページの写し等）を併せて添付すること。

注３）施工経験には、同種工事の施工経験を最大４件まで記載すること。４件を超えて記載した場合は、「主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験」の部分の得点を０点とする。また、施工経験にはＣＯＲＩＮＳに登録されている竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ（カルテ受領書及び工事カルテ））の写しを添付すること（なお、これだけでは主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験を有することが判断できない場合は、他の判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完すること。）。さらに、ＣＯＲＩＮＳに登録されていない工事については、契約書の写し（変更があった場合は変更契約書の写し、共同企業体の場合は協定書の写しを含む。）及び同種工事等の実績を有することが判断できる図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等の資料を提出すること。

　　　　なお、熊本市発注工事（平成１７年度以降に、契約担当課として総務局契約検査（総）室が発注した工事並びに旧鹿本郡植木町及び旧下益城郡城南町発注工事で合併後に熊本市で完成検査を行った工事）については、工事成績評定点が６０点以下の工事は施工経験として認めないものとする。 

（様式第７－２号）

配置予定技術者（指導的技術者）の評価に関する書類

工事名：　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事【総合評価方式】　　

申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	配置予定技術者の氏名
	（例）○○　○○
	

	配置予定技術者の従事役職
	（例）指導的技術者
	

	法令による免許、資格等

（注１）
	（例）一級土木施工管理技士

（取得日：平成○年○月○日）

技術士

（登録年月日：平成○年○月○日）

（技術部門の名称：　　　部門）

（選択科目：　　　　　　　　）

監理技術者資格

（交付日：平成○年○月○日）

（交付番号：00000000000）

監理技術者講習

（修了日：平成○年○月○日）

（修了証番号：000000000）
	

	営業所の専任技術者か否か
	非該当
	

	他の工事（業務）に従事している場合、その工事（業務）概要
	CORINS登録番号
	（例）0000-00000
	

	
	工事（業務）名
	○○工事
	

	
	発注機関名
	○○県○○市
	

	
	工期（履行期間）
	平成○年○月○日から

平成○年○月○日まで
	

	
	契約金額
	○○百万円
	

	
	従事役職
	主任技術者
	

	
	専任・非専任の別
	専任
	

	
	本工事に従事するための対応
	例）現在従事している工事は、平成○年○月○日に竣工する予定であるため、本工事に従事することが可能
	

	配置予定技術者の同種工事の施工経験（注２）
	１
	発注機関名
	（例）熊本市
	

	
	
	工事名
	○○工事
	

	
	
	工事場所
	熊本市○○
	

	
	
	契約金額
	120,000,000円
	

	
	
	工期
	Ｈ○年○月○日からＨ○年○月○日まで
	

	
	
	従事役職
	監理技術者
	

	
	
	受注形態
	単独
	

	
	２
	発注機関名
	（例）熊本県○○地域振興局
	

	
	
	工事名
	○○工事
	

	
	
	工事場所
	○○市○○
	

	
	
	契約金額
	85,000,000円
	

	
	
	工期
	Ｈ○年○月○日からＨ○年○月○日まで
	

	
	
	従事役職
	監理技術者
	

	
	
	受注形態
	単独
	

	
	３
	発注機関名
	
	

	
	
	工事名
	
	

	
	
	工事場所
	
	

	
	
	契約金額
	
	

	
	
	工期
	
	

	
	
	従事役職
	
	

	
	
	受注形態
	
	

	
	４
	発注機関名
	
	

	
	
	工事名
	
	

	
	
	工事場所
	
	

	
	
	契約金額
	
	

	
	
	工期
	
	

	
	
	従事役職
	
	

	
	
	受注形態
	
	


※　本様式は、指導的技術者を配置する場合にのみ提出すること。

※　発注機関名は国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法人を含む。）、都道府県の出先機関の場合は当該機関等の名称まで記載すること。

※　配置予定技術者を特定することが困難な場合は、複数の候補者を記入しても良いこととする。ただし、この場合、入札公告に示す「（別添１）評価に関する基準」の評価項目に掲げる事項の審査に当たっては、得点が最も低い者をもって評価するものとする。

注１）配置予定技術者について「（別添１）評価に関する基準」に示した資格で当該配置予定技術者が保有する資格を全て記載すること。

注２）施工経験には、同種工事の施工経験を最大４件まで記載すること。４件を超えて記載した場合は、「主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験」の部分の得点を０点とする。また、施工経験にはＣＯＲＩＮＳに登録されている竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ（カルテ受領書及び工事カルテ））の写しを添付すること（なお、これだけでは主任（監理）技術者又は現場代理人としての施工経験を有することが判断できない場合は、他の判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完すること。）。さらに、ＣＯＲＩＮＳに登録されていない工事については、契約書の写し（変更があった場合は変更契約書の写し、共同企業体の場合は協定書の写しを含む。）及び同種工事等の実績を有することが判断できる図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等の資料を提出すること。

　　　　なお、熊本市発注工事（平成１７年度以降に、契約担当課として総務局契約検査（総）室が発注した工事並びに旧鹿本郡植木町及び旧下益城郡城南町発注工事で合併後に熊本市で完成検査を行った工事）については、工事成績評定点が６０点以下の工事は施工経験として認めないものとする。
 (様式第８－１号)

施　工　計　画　書

申請者名：　　　　　　　　　　　　　　
	評価項目
	現場条件を考慮した交通安全対策


	項　　目
	具体的な施工計画

	· 生活道路の安全管理


· 資材、重機等の安全輸送計画
	


（注1） 必要に応じ説明図表等を添付すること。

（注2） 当様式２枚程度に記入して下さい。

（注3） 文字のサイズは10P以上とすること。

(様式第８－２号)

施　工　計　画　書

申請者名：　　　　　　　　　　　　　　
	評価項目
	環境対策について


	項　　目
	具体的な施工計画

	· 現場特性を踏まえた騒音、振動、粉塵等の対策


· 苦情処理の対応
	


（注4） 必要に応じ説明図表等を添付すること。

（注5） 当様式２枚程度に記入して下さい。

（注6） 文字のサイズは10P以上とすること。

（様式第９号）

誓　約　書

平成    年   月   日
株式会社　南 栄 開 発  様
　　　　　　　　　　　　
住　　　　所　
商号又は名称　
　　　　　　　　　　　　　    　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
このたびの、次の工事の競争入札参加資格審査申請に当たり、熊本市暴力団排除条例（平成23年12月19日条例第94号）第11条第3号を遵守し、下記のとおり誓約する。

記
１　工事名　　(仮称)熊本下通新天街NS共同ビル優良建築物等整備事業に伴う解体工事
【総合評価方式】
２　工事場所　　熊本市中央区下通一丁目3番地
３　誓約事項

当社及び次に掲げる者は、株式会社南栄開発が発注する建設工事を施工するための下請契約を暴力団員又は暴力団密接関係者との間で締結しないことを誓約いたします。
(1) 当社と下請契約を締結した者
(2) 前号に掲げる者と下請契約を締結した者

(3) 前号に掲げる者と下請契約を締結した者

(4) 前号に掲げる者と下請契約を締結した者

(5) 前号に掲げる者と下請契約を締結した者

(6) 前号に掲げる者と下請契約を締結した者

